
福岡県みやま市では、高田町の小学校4校の統合を実施。「みやま市立高田小学校」を2023年度に開校した。外壁には、4校統合をイメージした正方形を「4つ」組み合わせた模様がデザインとして取り入れられている。

水まわりの特長
建物の特徴
福岡県の南部に位置し、2007（平成19）年に3町が合併して誕生した「みやま市」では、子どもたちの学びやすい環境作りのため、学校の再編が進められてきた。みやま市高田町には「岩田小学校」「江浦小学校」「開小学校」「二川小学校」の4校があったが、少子化に伴って児童数が減少したことにより統合を決定。新たに地名を冠した「みやま市立高田小学校」として2023年度に開校した。校舎は、旧二川小学校の教室北棟および南棟の改修と同時に、管理棟および渡り廊下棟を増築。外壁に正方形を「4つ」組み合わせた模様がデザインとして取り入れられ、正面玄関の柱には旧校のイメージカラータイル（青・白・紫・緑）が埋め込まれるなど、4校統合をイメージしたデザインとなっている。

水まわりの特長
木のぬくもりを活かした校舎内の環境に調和した水まわり。既存建屋の改修と新築のハイブリッド工事においては、既存配管の撤去とそのための穴開けや補強に特別な工夫がなされた。トイレのサインは、性的マイノリティの利用を視野に検討。原色を使用せず、色調を落とし、青、赤といったイメージがはっきりと分かれる色使いを避けている。水まわりの設備は、節水型のパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式や自動洗浄小便器、水の止め忘れを防止し、非接触で使用できる自動水栓を選定するなど環境への配慮が充実。さらに、いつでも手洗いできるよう教室内や廊下に、手洗いコーナーを設置。ここにも自動水栓を採用し、衛生面においても安心して利用できる設備が整えられている。

みやま市高田町にあった「岩田小学校」「江浦小学校」「開小学校」「二川小学校」の4校を統合し、新たに地名を冠した「みやま市立高田小学校」を、2023年度に開校した。

建築概要
名称	 みやま市立高田小学校
所在地	 福岡県みやま市高田町下楠田1443
施主	 みやま市
設計	 株式会社	柴田建築設計事務所
施工	 建築　株式会社柿原組
	 電気　株式会社中原電工
	 機械　九洗・西管特定建設工事共同企業体
竣工年月	 （改修・増築）2023年3月
敷地面積	 34,872.83㎡
建築面積	 2,218.40㎡
延床面積	 4,830.24㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造・地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498系	
ウォシュレットアプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5840AUPN
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534AU	
棚付二連紙巻器：YH702／自動洗浄小便器：UFS900R	
壁掛ハイバック洗面器：LSA125AN／台付自動水栓：TEN76G、TENA12B
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK21L1A1ADD1WA

温かみのある木目調の空間に、タンク式と同じ給水口径15A配管でフラッシュバルブ式同様の連続洗浄ができるパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を設置。ライニングを設け、児童の手荷物にも配慮している。ガラス越しに自然光が射し込む明るい空間。シンプルなデザインと節水機能を両立した壁掛型の自動洗浄小便器を設置している。トイレのスペースにあわせ、ツインデッキカウンター（ボウル一体タイプ）や壁掛ハイバック洗面器を設置。すべての洗面コーナーには、非接触で利用できる自動水栓を採用し、安心と安全の環境が整えられている。

廊下や教室など、職員や児童たちの行き来の多い場所に、いつでもすぐに手洗いができるよう手洗いコーナーを設置。水栓金具は、非接触で吐水する自動水栓を採用している。

保健室には、脱衣スペースを備えたシャワーブースやすり傷などのケアをするためにシングルレバー混合水栓を設置。さらにきめ細やかな配慮として、保健室からバリアフリートイレへ直接アクセスできる動線としている。衛生面に配慮して、「きれい除菌水」でノズルを洗浄しきれいに保つことができる「ノズルきれい」機能を備えたウォシュレットPSを設置。洗面は、カウンターとボウルに継ぎ目のないボウル一体タイプを採用している。車いす使用者やオストメイトへの配慮、左右勝手違いのレイアウトなどバリエーションを持たせたバリアフリートイレを各階に複数設置。コンパクト・バリアフリートイレパックを採用している。

廊下や教室の壁材に秋田県産杉を使用し、木目を互い違いに用いてリズムをつけるなど、木の温かみや楽しさを表現。トイレサインは、青、赤といったイメージがはっきりと分かれる色使いを避けている。

みやま市立高田小学校
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みやま市立高田小学校

トイレ入口 廊下や教室の壁材に秋田県産杉を
使用し、木目を互い違いに用いてリズ
ムをつけるなど、木の温かみや楽しさ
を表現。トイレサインは、青、赤といった
イメージがはっきりと分かれる色使い
を避けている。

バリアフリートイレ 車いす使用者やオストメイトへの配
慮、左右勝手違いのレイアウトなどバリ
エーションを持たせたバリアフリートイ
レを各階に複数設置。コンパクト・バリ
アフリートイレパックを採用している。

職員用女性トイレ 衛生面に配慮して、「きれい除菌水」
でノズルを洗浄しきれいに保つことが
できる「ノズルきれい」機能を備えた
ウォシュレットPSを設置。洗面は、カウン
ターとボウルに継ぎ目のないボウル一
体タイプを採用している。

保健室 保健室には、脱衣スペースを備えた
シャワーブースやすり傷などのケアを
するためにシングルレバー混合水栓を
設置。さらにきめ細やかな配慮として、
保健室からバリアフリートイレへ直接ア
クセスできる動線としている。

廊下・教室	
手洗いコーナー

廊下や教室など、職員や児童たちの
行き来の多い場所に、いつでもすぐに
手洗いができるよう手洗いコーナーを
設置。水栓金具は、非接触で吐水す
る自動水栓を採用している。

洗面コーナー トイレのスペースにあわせ、ツインデッキ
カウンター（ボウル一体タイプ）や壁掛
ハイバック洗面器を設置。すべての洗
面コーナーには、非接触で利用できる
自動水栓を採用し、安心と安全の環
境が整えられている。

男子トイレ	
小便器コーナー

ガラス越しに自然光が射し込む明る
い空間。シンプルなデザインと節水機
能を両立した壁掛型の自動洗浄小便
器を設置している。

女子トイレ	
大便器コーナー

温かみのある木目調の空間に、タンク
式と同じ給水口径15A配管でフラッ
シュバルブ式同様の連続洗浄ができ
るパブリックコンパクト便器・フラッシュタ
ンク式を設置。ライニングを設け、児童
の手荷物にも配慮している。
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所在地	 福岡県みやま市高田町下楠田1443
施主	 みやま市
設計	 株式会社	柴田建築設計事務所
施工	 建築　株式会社柿原組
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ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534AU	
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トイレ図面
みやま市高田町にあった「岩田小学校」「江浦小学校」「開小学校」「二川小学
校」の4校を統合し、新たに地名を冠した「みやま市立高田小学校」を、2023年度
に開校した。

水まわりの特長
建物の特徴
福岡県の南部に位置し、2007（平成19）年に3町が合併して誕生した「みやま市」
では、子どもたちの学びやすい環境作りのため、学校の再編が進められてきた。み
やま市高田町には「岩田小学校」「江浦小学校」「開小学校」「二川小学校」の
4校があったが、少子化に伴って児童数が減少したことにより統合を決定。新たに
地名を冠した「みやま市立高田小学校」として2023年度に開校した。校舎は、旧
二川小学校の教室北棟および南棟の改修と同時に、管理棟および渡り廊下棟を
増築。外壁に正方形を「4つ」組み合わせた模様がデザインとして取り入れられ、
正面玄関の柱には旧校のイメージカラータイル（青・白・紫・緑）が埋め込まれるな
ど、4校統合をイメージしたデザインとなっている。

水まわりの特長
木のぬくもりを活かした校舎内の環境に調和した水まわり。既存建屋の改修と新
築のハイブリッド工事においては、既存配管の撤去とそのための穴開けや補強に
特別な工夫がなされた。トイレのサインは、性的マイノリティの利用を視野に検討。
原色を使用せず、色調を落とし、青、赤といったイメージがはっきりと分かれる色使
いを避けている。水まわりの設備は、節水型のパブリックコンパクト便器・フラッシュタ
ンク式や自動洗浄小便器、水の止め忘れを防止し、非接触で使用できる自動水栓
を選定するなど環境への配慮が充実。さらに、いつでも手洗いできるよう教室内や
廊下に、手洗いコーナーを設置。ここにも自動水栓を採用し、衛生面においても安
心して利用できる設備が整えられている。

外観 福岡県みやま市では、高田町の小学
校4校の統合を実施。「みやま市立高
田小学校」を2023年度に開校した。
外壁には、4校統合をイメージした正
方形を「4つ」組み合わせた模様がデ
ザインとして取り入れられている。
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